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050 　アンモナイトと恐竜時代の生き物たち

大型硬骨魚の胸鰭　31.9cm×41.0cm

オウムガイ　30.0cm×22.2cm

鳥類科不明　25.7cm×36.5cm

　　 ×0.3

×0.3

×0.35

Campanian ageカンパニアン期

キマトセラス・パシフィカム
Cymatoceras pacificum Matumoto et Muramoto,1983 カンパニアン  中川

プロトスフェラエナ 大型硬骨魚の胸鰭   カンパニアン  中川 Aves fom, indet. 鳥類科不明  NSM. Coll. カンパニアン  稚内・宗谷

ーー原始的なカマスといわれる大型硬骨魚の胸鰭ーー
　大型のカジキマグロのような頭部を持つ大型魚類であ
り、北アメリカ～ヨーロッパ、アジアのコニアシアン～
マーストリヒチアンの海成層から発見される。プロトスフ
ィラエナという属名は“原始的なカマス”という意味であ
るが、現生のカマス属とは近縁ではない。北アメリカの白
亜紀からは3メートルをこえる全身化石が発見されている
が、背骨がはっきりと保存されていない。おそらく十分に
石灰化していなかったのであろう。一方、北海道では、三
笠市、小平町、羽幌町、中川町などで発見されているが、
発見されるのは胸ビレばかりである。作品の標本は、中
川町ワッカウエンベツ川に露出する蝦夷層群上部で発見
されたものである。　　　　　　　　　　　　  （H, Y.）

■稚内産ペリカン類化石
 　　  真鍋　真（国立科学博物館・標本資料センター・コレクションディレクター）    
　北海道・稚内の清浜の海岸で、1991年に宮内敏哉氏（故人）によって採集された転石に含まれ
ていた標本である。付近に露出する尾蘭内層に由来、白亜紀後期・カンパニアン期に海に堆積
した化石だと考えられている。掛川陽子氏（元国立科学博物館技術補佐員）が転石を酸で溶か
しながら化石を剖出した結果、骨盤、尺骨、肩甲骨、趾骨、肋骨などが確認できた。骨盤は全体の
3分の2ほどが保存されているが、閉鎖管孔があること、坐骨孔が閉じている可能性が高いことか
ら、鳥類のなかでも新顎上目以上の系統に分類できる。尺骨が平たいこと、趾骨の中空度が低い
ことなどから、前あしをヒレのように使って泳ぐ、水生適応した鳥類だったと考えられる。骨盤
の形態はペリカン類によく似ることから、本標本はペリカン類に分類されている。一般的である。
　鳥類はジュラ紀後期までに獣脚類恐竜から出現して、白亜紀にはすでに多様化していたこと
が知られている。白亜紀後期の北米ではヘスペロルニス類、南極圏ではポラロルニス属など、
後ろあしを使って水中を泳いだと考えられる海生鳥類が複数の系統から報告されているが、
前あしの翼で推進する鳥類は相対的に少なかったと考えられている。長谷川善和博士（群馬
県立自然史博物館・名誉館長）は、本標本の骨盤の形態と大きさが、古第三紀のペリカン類プロ
トプテルム類によく似ていることから、本標本は白亜紀後期の尾蘭内層ではなく、古第三紀の
曲淵層の転石から産出した可能性も検討すべきだと指摘している。

ーーオウムガイ（キマトセラス）ーー
　北海道の白亜系からは、オウムガイの仲間は15種報告
されている。そのうち、９種がキマトセラス科である（残
り６種はオウムガイ科ユートレフォセラス亜科）。アンモ
ナイトは、汎世界的な分布を示す種があるのに対し、オウムガ
イは地域的に分布する種がほとんどである。作品のうち下
の１点は、北海道大学で開催された第７回国際頭足類シンポ
ジウムのポスト巡検において、中川町のオソウシナイ沢の
下部カンパニアンのオソウシナイ層から発見されたもの
である　　　　　　　　　　　　　　　  　　　  （H, Y.）

Phylum CHORDATA Haeckel, 1874  脊索動物門
Subphylum VERTEBRATA Bateson, 1885脊椎動物亜門
Class ACTINOPTERYGII Klein, 1885 条鰭綱
Order PACHYCORMIFORMES Berg, 1940パキコルムス目
Family PACHYCORMIDAE Woodward, 1895  パキコルムス科
Genus Protosphyraena Leidy, 1857 プロトスフィラエナ属

Phylum CHORDATA Haeckel,1874 脊椎動物門
Subphylum VERTEBRATA Bateson, 1885脊椎動物亜門
Class AVES Linnaeus, 1758  鳥鋼
Order PELECANIFORMES Sharpe, 1891 ペリカン目

Phylum MOLLUSCA Linnaeus,1758  軟体動物門
Class CEPHALOPODA Cuvier,1797   頭足鋼
Sabclass NAUTILODAE Agassiz 1847 オウムガイ亜綱
Order NAUTILIDA Agassiz 1847 オウムガイ目
Family CYMATOCERATIDAE Spath, 1927キマトセラス科
Genus Cymatoceras Hyatt, 1884キマトセラス属
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ニッポノサウルスの顎　36.5cm×36.5cm ×0.3 ×0.3

Campanian ageカンパニアン期

ニッポノサウルスの後足　36.5cm×36.5cm

ニッポノサウルス・サハリネンシス
Nipponosaurus sachalinensis Nagao,1936  HUM. Coll. Holotype  
カンパニアン サハリン  上から／ Fore limb：前足    Skull：頭蓋骨   Jaw：顎    

ニッポノサウルス・サハリネンシス
Nipponosaurus sachalinensis Nagao,1936    HUM. Coll. Holotype  カンパニアン  サハリン
下／ Hind limb：後足  

Phylum CHORDATA Haeckel, 1874 脊椎動物門
Subphylum VERTEBRATA Bateson, 1885脊椎動物亜門
Superorder DINOSAURIA Owen, 1842 恐竜上目 
Suborder ORNITHOPODA Marsh,1881 鳥脚亜目
Family HADROSAURIDAE Cope, 1869ハドゥロサウルス科
Genus Nipponosaurs Nagao, 1936ニッポノサウルス属

撮影提供：北海道大学総合博物館

■ニッポノサウルス・サハリネンシス（Nipponosaurus sachalinensis）
             小林 快次（北海道大学総合博物館・教授） 
　ニッポノサウルス・サハリネンシスは、1934 年（昭和 9 年）にサハリンの

豊原（現ユジノサハリンスク）に露出する白亜紀後期（約 9000 万年前）の地

層から発見されたハドロサウルス科の恐竜である。ハドロサウルス科の恐竜

とは、角竜類や鎧竜類などを含む鳥盤類の恐竜で、大きくランベオサウルス

亜科とハドロサウルス亜科に分けられる。また、恐竜の中で最も植物を食べ

ることに優れていたものとされている。当時、サハリンは日本領であったた

め、今でも「日本で初めて発見された恐竜化石」といわれることがある。

　この恐竜は、1934 年当時川上炭坑の病院を建設していた三井鉱山の作業

員たちによって発見された。最初に採集された骨化石は、博物館に化石を納

入する業者をしていた根元要氏によってその重要性が認識され、根本氏は長

尾巧教授に電報を打ち、歯のついた化石を送った。それを見た長尾教授はハ

ドロサウルス科の恐竜の化石であると判断し、根本氏に残りの化石を発掘す

るよう連絡した。1936年（昭和11年）には、長尾教授自身が現地へ向かい、

掘り残された骨化石を掘り出している。全身の 60％ほどの骨格が見つかっ

ている。

　1936 年、長尾教授が北海道帝国大学紀要によって出版された論文により、

この恐竜は「ニッポノサウルス・サハリネンシス」と命名された。骨一つ一

つに渡り詳細な記載がされ、当時の古脊椎動物に関する論文としては、非常

に質の高いものであったといえる。しかし、研究で最も重要といえる頭骨の

標本が不十分であったため比較研究が進まなかった。

　長尾教授の論文出版から約70年後、当時北海道大学の大学院生がニッポノ

サウルスの再研究を行った。ニッポノサウルスは、成長しきっていない亜成体

で、北米の恐竜に近い恐竜であるという仮説を立てた。そして、2018年には、

さらなる研究が行われ、ニッポノサウルスが最低でも3歳であったことと、ニッ

ポノサウルスに近い恐竜はヨーロッパのものであるという新しい説を立てた。

このようにして、北大ではニッポノサウルスの研究が受け継がれている。

アンモナイト亜目　・プゾシア科・パキデスモセラス属・エピプゾシア属
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パキデスモセラス   30.0cm×30.0cm

エピプゾシア　50.0cm×50.0cm

×0.5

×0.5

パ キ デ ス モ セ ラ ス ・ ミ ホ エ ン ゼ
Pachydesmoceras mihoense (Matsumoto, 1954)   MCM. Coll. コニアシアン　? ／上

Genus Pachydesmoceras Spath, 1922 
バキデスモセラス属
　大抵の場合で、極めて大型となる属である。成長前期の螺環は楕円形で、側面中央部で鋭く前方に曲がるくびれが密に現れる。くびれ
の前方には高い肋が伴い、くびれの間には明瞭な細肋がある。

Genus Epipuzosia Matsumoto, 1988
エピプゾシア属
　マクロコンクのみが知られる。
Pachydesmoceras（パキデスモセラス )に似るが、
肋はずっと弱く、気室の終わりから住房にかけて
肩部に低い突起が現れる。

パ キ デ ス モ セ ラ ス ・ コ ス マ チ イ
Pachydesmoceras kossmati (Matsumoto, 1987) チューロニアン　大夕張／下

作品の背景にメタセコイヤを使用

エピプゾシア・マヤ
Epipuzosia maya Matsumoto et Kawashita,1988 NM. Coll. チューロニアン　中川・佐久

アンモナイト亜目　・アナプゾシア科・アナプゾシア亜属・ビヒマイテス亜属・メゾプゾシア亜属

メゾプゾシア   20.0cm×24.7cm

アナプゾシア   50.0cm×50.0cm

ビヒマイテス　20.0cm×16.2cm

×0.5

×0.5

×0.5

プゾシア  ( メゾプゾシア )  パシフィカ
Puzosia (Mesopuzosia) pacifica (Matsumoto, 1954)  チューロニアン　大夕張

プ ゾ シ ア  ( ア ナ プ ゾ シ ア )
Puzosia (Anapuzosia) sp.  MCM.Coll. アルビアン　芦別

プ ゾ シ ア  ( ビ ヒ マ イ テ ス )  タ カ ハ シ イ
Puzosia (Bhimaites) takahashi (Matsumoto, 1988)  チューロニアン　大夕張

Subgenus Puzosia (Anapuzosia) 
Matsumoto, 1954
アナプゾシア亜属
　螺環断面は円形～楕円形を示す。やや間隔のあいた肋がヘソの縁またはその近くから
伸びる。副肋は側面中央で分岐・挿入がある。肋とくびれは曲線的となる。住房には間隔
のあいた強い放射状肋のみが認められる。
　

Subgenus Puzosia (Bhimaites) 
Matsumoto, 1954 
ビヒマイテス亜属
　螺環はやや扁平で側面は凸状か滑らか
となる。くびれは前傾し、肩部で強く前
方に屈曲する。肋はあっても腹面にのみ
に発達する。縫合線は非対称に二叉の L
を持つ。

   　　　　　
　Puzosia(Puzosia) に似るが、
より強く規則的で密な肋がヘ
ソの縁から生じる。成長終期
には平滑になる。

086 　アンモナイト亜目

   　　　　　Subgenus Puzosia
 (Mesopuzosia)

Matsumoto, 1954 
メゾプゾシア亜属
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154 　アンキロセラス亜目

ニッポニテス　20.0cm×20.0cm ニッポニテス　20.0cm×20.0cm

ハイファントセラス　20.0cm×24.7cmハイファントセラス　20.0cm×16.2cm ×0.5×0.5

×0.5 ×0.5

アンキロセラス亜目　・ノストセラス科・ニッポニテス属・ハイファントセラス属

ハイハファトセラス・ベヌスタム
Hyphantoceras venustum (Yabe,1904)  同種、同時代、同産地  サントニアン  小平  

下段の右図にある2個体は形状が違うので別種と思っていたが、
実は文献を調べると同種であり、特徴は同じで形状が違うのだ。
さらに左側の個体は上が気室部で突起があり、
下が住房部でリブになり全体として搭状である。
住房部は潰れてるが復元をした。
右側の個体は大きく円を描いている。
ハイハントセラスには、
Hyphantoceras venustum（ハイハントセラス・ベヌスタム）と
Hyphantoceras orientale（ハイハントセラス・オリエンターレ）の
2 系統があると考えられている。

ニッポニテス・バッカス
Nipponites bacchus Matsumoto et Muramoto, 1967  コニアシアン  羽幌

ハイファトセラス・オリエンターレ
Hyphantoceras orientale (Yabe,1904) サントニアン  羽幌

Genus Nipponites Yabe, 1904 ニッポニテス属
　成長の初期は緩い螺旋状に巻き、後に連続的なＵ字型を三次元的に作り、糸塊状になる。
成長の最後に後傾したフックを持つことがある。肋は単独で規則的。くびれがあり、螺環の
の最後で突出する場合がある。

Genus Hyphantoceras Hyatt, 1900 
ハイファントセラス属
　緩い螺旋状で、大抵は不規則に巻く。螺環断面は円形から楕円形。肋は
密で、僅かに傾き、弱く、突起を伴わない。周期的な肋は薄く、単独で突出し、
普通は2個か4個の突起を伴う。くびれは無い。明確に大きさの異なる二形
がある。縫合線は長くて深く裂けた要素からなる。

ニッポニテス・ミラビリス
Nipponites mirabilis Yabe, 1904  チューロニアン  小平

ニッポニテスは1904 年に矢部長克博士によって研究され、属名に国名がつけられた。
「日本古生物学会」のシンボルの化石である。
また、世界の化石愛好家にとってあこがれの化石なのだ。
4種類の下絵を描いたが、代表的な２種を作品にした。
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アイノセラス　20.0cm×14.2cm

リュウエラ　14.2cm×20.0cm

ムラモトセラス　20.0cm×24.7cm

アイノセラス　20.0cm×16.2cm

×0.5

×0.5

×0.5 ×0.5

アンキロセラス亜目　・ノストセラス科・リュエラ属・ムラモトセラス属・ジョウアニセラス属・アイノセラス亜属

リュウエラ・アンデゥロサム
Ryuella undulosum (Matsumoto, 1977)  チューロニアン  小平

ジョウアニセラス(アイノセラス)
Jouaniceras (Ainoceras) sp.  右／カンパニアン  平取・上貫気別

ムラモトセラス・ラクサム　左
Muramotoceras laxum Matsumoto, 1977
チューロニアン  穂別

ムラモトセラス・エゾエンゼ　
Muramotoceras yezoense Matsumoto, 1977
チューロニアン  羽幌

ジョウアニセラス(アイノセラス)パウチコスタータム
Jouaniceras (Ainoceras) paucicostatum (Matsumoto et Kanie,1967) 左上
カンパニアン  平取・上貫気別
ジョウアニセラス ( アイノセラス ) カムイ
Jouaniceras (Ainoceras) kamuy (Matsumoto et Kanie,1967) 右上、左下
カンパニアン  平取・上貫気別 

Genus Ryuella Kliger et Kennedy, 1977 
リュエラ属
　螺環は緩い螺旋状に巻き、Ｕ字型の住房となる。側面中央と腹側側面の
突起は二重の肋で繋がる。

Genus Muramotoceras Matsumoto, 1977 
ムラモトセラス属
　成長の初期は直線状で、次に螺旋状になり、後に
逆巻きになる。住房は巻かないことがある。肋は最
初は細く単純だが、後に間隔が広くなり突出し、へ
そに不明瞭な突起と腹側側面に明瞭で隔てられた棘
状突起を持つ。

Genus Jouaniceras Basse,1939 
ジョウアニセラス属
　成長の初期は密な螺旋状で、後に元の巻き
と直角な軸で平面螺旋状に密に巻く。平面螺
旋状の部位に間隔の広い、薄くて高い肋があ
り、突出することがある。
Genus Ainoceras Matsumoto et Kanie, 1967 
アイノセラス亜属
　Jouaniceras（ジュアニセラス） に似るが、
平面螺旋状の部位は緩く巻く。

038 　アンモナイトと恐竜時代の生き物たち

ナカガワニシン　20.0cm×29.8cmサメの脊椎と歯

サメの脊椎と歯（2点組）　50.0cm×30.0cm

X0.5

×0.35

×0.35

×0.35

アプソペリックス・ミヤザキイ
Apsopelix miyazakii Yabumoto, Hikida et Nishino, 2012 Holotype  
チューロニアン  中川・豊里

Ventebral centrum of Sharh  サメの脊椎骨  MCM. Coll.  チューロニアン  大夕張

　　 プチコダス・マムミカリス
左／ Ptychodus mammillaris Agassiz, 1835 Teeth歯とjaw 顎 NM. Coll. 
チューロニアン  中川・佐久

Turonian ageチューロニアン期

ノ テ ダ ノ ド ン
右中央左／ Notidanodon sp.  Tooth 歯 NM. Coll. カンパニアン 中川・佐久

ーー蝦夷層群のサメの化石ーー
　軟骨魚類であるサメは、石灰化度
の高い歯および椎体が化石として保
存されることが多い。蝦夷層群から
は、ラブカのような古いタイプのサ
メやネズミザメの仲間のクレトラム
ナ、 ネコザメ科およびカグラザメ科
の仲間などのサメ化石が発見される
が、多くは遊離した歯である。これら
は、アンモナイト等とともにノジュール
中に産出する場合や粗粒砂岩もしく
は礫岩から発見される。作品のプチ
コダス属の化石は、歯とともに顎の
一部も保存された珍しい標本である。
稀に椎骨も発見されるが、作品のよう
な関節した状態で発見される例は
少ない。     　　　　　　　　（H, Y.）

ーーナカガワニシンーー
　中川町で発見された標本で、頭部の特徴等から、白亜紀～
古第三紀に繁栄したクロッソグナスス科のアプソリックス
属の新種である。発見者のなかがわ化石会・宮崎明朗氏に
ちなんでアプソリックス・ミヤザキイ（Apsopelix miyazakii 

Yabumoto, Hikida and Nishino）と名付けられた。和名

は、 なかがわ化石会の提案により「ナカガワニシン」とされ
た。 ナカガワニシンは頭部～腹部までが立体的に保存され、

紡錘形の体にはウロコや胸びれが認められる。
　一緒に発見されたアンモナイト化石は
　Eubostrychoceras japonicum、 
　Gaudryceras denseplicatum、
　Mesopuzosia sp.、 
　Yezoites puerculus、で
この魚化石は白亜紀後期チューロニアン（約9000万年前）
の海水魚であることが明らかになった。アプソリックス属の
化石は、これまでは北アメリカとヨーロッパからしか発見さ
れておらず、東アジアからは初めての発見となった。（H, Y.） 

                Order HYBODONTIFORMES
Owen, 1846
ヒボダス目

Family PTYCHODONTIDAE
Jaekl, 1898
プチコダス科

Genus Ptychodus
Agassiz, 1837
プチコダス属

Order HEXANCHIFORMES
F. de. Buen, 1926
カクラザメ目

Family HEHANCHIDAE
J. E. Grad, 1851
カクラザメ科

Genus Notidanodon
Cappetta, 1975
ノテダノドン属

Phylum CHORDATA
Haeckel, 1874 
脊索動物門

Subphylum VERTEBRATA
Bateson, 1885
脊椎動物亜門

Class CHONDRICHTHYES
Huxley, 1880  軟骨魚類

Subclass ELASMOBRANCHII
Bonaparte, 1838

軟骨魚綱 (エルスモブランキ)

Phylum CHORDATA Haeckel, 1874
脊索動物門

Subphylum VERTEBRATA Bateson, 1885
脊椎動物亜門

Class PISCES Linnaeus, 1758 魚綱
Order CROSSOGNATHIFORMES Taverne, 1989

クロッソグナスス目
Family CROSSOGNATHODA Woodward, 1901

クロッソグナスス科
Guus Apsopelix Cope, 1871

アプソペリックス属

ユ ー ボ ス ト リ コ セ ラ ス ・ ジ ャ ポ ニ カ ム

ゴ ー ド リ セ ラ ス ・ デ ン セ プ リ カ ー タ ム

メ ゾ プ ゾ シ ア

エゾイテス・プエルカルス

アンモナイトと恐竜時代の生き物たち　039

右頁フォーマット

キカデイオデア類の幹　42.6cm×29.8cm 白亜紀のリクガメとウミガメの卵　36.5cm×60.0cm×0.25 ×0.25

■白亜紀の植物　　　　　　　　　　　　　　　　高橋 賢一  （夕張市役所） 

　蝦夷層群のノジュール中から、石灰分がしみ込むことにより植物の組織が立体的に

保存された化石が、アンモナイトなどとともに見つかる。この植物は、恐竜たちが歩

いていた陸地に生えていたものだ。

　ノジュール中に保存された植物化石は、組織を顕微鏡下で観察することができるため、

例え破片になっていたとしても、その分類群を調べることが可能である。当時の植物相

は現在のものとは大きく異なっており、現在では絶滅している分類群、南半球にしか

残っていない分類群、低緯度地域にしか分布しない分類群などの存在が分かっている。

　これまでに様々な植物化石が発見されているが、木性シダなどが見つかっているこ

とから、恐竜が栄えていた頃の北海道が非常に温暖な気候だったことが分かる。

　また、被子植物の花・葉・木材・花粉などの化石も産出しているが、蝦夷層群の年

代は、初期の被子植物がその勢力を広げ、裸子植物と入れ替わって行った時期である

ため、それらの化石は、植物の進化を考える上で非常に貴重な情報源だと言える。

キカデオイデア類
Cycadeoidales gen. et sp. indet. HM. Coll.   チューロニアン  大夕張

右 / リクガメ  チューロニアン  HM. Coll. 大夕張　　左／ウミガメの卵  サントニアン　小平

作
品
の
背
景
に
木
生
ヘ
ゴ
の
葉
を
使
用

Turonian ageチューロニアン期

■夕張市から見つかったリクガメ化石   　  平山 廉  （早稲田大学国際教養学部 教授）

　北海道博物館には、非常に保存の良いカメの甲羅の化石が収蔵されている（写真１）。この標本は、1991年に夕張市の白金沢で

見つかったと聞いている。私がこの化石を初めて目にしたのが1992年１月のことであるが、国内でこれほど見事なカメの化石が

残っていることに衝撃を受けたものである。化石が採集されたのはアンモナイトなどの化石が見つかる中生代白亜紀の今から約９000

万年前の浅い海の地層である。ところが、海生のウミガメ類ではなく、ナンシュンケリス科という白亜紀に栄えた陸生のカメであったこ

とにも驚いた。

　ナンシュンケリス科は、現在のスッポン類（科）に近縁であるが、今のゾウガメの仲間（リクガメ科）のように水に入らず陸上で

の生活に完全に適応したカメである。白亜紀中頃（約１億１000万年前）に出現、アジアと北米に広く分布していたが、カメとしては

珍しく白亜紀末（約６600万年前）に絶滅してしまった。ナンシュンケリス科の特徴として、甲羅の表面に丸い窪みから成る細かい

彫刻が発達すること、また縁板と呼ばれる甲羅の縁を形成する部分が非常に分厚くなっていることが挙げられる。他にも、この

標本ではまだ岩に埋もれているお腹の甲羅にもナンシュンケリス類の特徴があるはずである。甲羅の長さが約45センチにもなるが、

ナンシュンケリス科では甲長１メートルに達するものも知られており、むしろ小さい部類である。

　私は、アノマロケリス属と命名したナンシュンケリス類をむかわ町の穂別の約9500百万年前の

地層から2001年に報告している（図1）。ナンシュンケリス類の手足は現在のゾウガメのような形

をしていたことが復元画からよく分かる。口の形もゾウガメに似ており、陸上の植物を主食にし

ていたと考えられる。アノマロケリス属は甲羅の前方が深くえぐれて角のような奇妙な形になっ

ており、「奇妙なカメ」を意味する学名が付けられたというわけである。夕張市で見つかったナン

シュンケリス類はアノマロケリス属ほど特殊化していないが、他のナンシュンケリス類との類縁

関係や分類など今後の研究の進展が待たれる。

えんばん

写真1：ナンシュンケリス科の甲羅
（北海道博物館所蔵、背甲の背面観）
右版画と同個体　写真提供：平山 廉

アノマロケリス

図1：Anomalochelysの生態復元画
      （小田隆 2009年より）

ーーキカデオイデア類ーー
　キカデオイデアの仲間は外見
がソテツに似ているが花・実の
つくり、また葉の表面の細胞の
形がソテツとなっている。幹の表
面に見られるうろこ状の模様は
葉の抜け落ちた跡。
　このグループは、白亜紀の終り
にアンモナイトや恐竜たちと共
に絶滅している。           （T, K.）

Division GYMNOSPERMOPHYTA 
Prantl, 1874 
裸子植物門
Class CYCADOPSIDA
Brongniart,  1843
キカデオイデア綱
Order CYCADEOIDALES
Dumortier, 1829                    
キカデオイデア目 

Phylum CHORDATA Haeckel, 1874 
脊索動物門

Subphylum VERTEBRATA Bateson, 1885
脊椎動物亜門

Class REPTILLA Laurenti, 1768
爬虫綱

Order TESTUDINES Linnaeus, 1758
カメ目

Family NANHSIUNGCHELYIDAE Yeh, 1966
ナンシュンケリス科
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福岡幸一作品がつなぐアートとサイエンス　029

　福岡幸一さんは、北海道で採集されたアンモナイトなどの化石をスケッチし、それを版画にして

発表している。福岡さんが住む北海道には中生代の海の地層が各地に露出している。海の底に堆積

した地層が隆起して、日高山地など、北海道という形の中軸部を作っている。福岡さんは、北海道

のアンモナイト化石を全属すべてを版画作品にすることを目指して来た。

　アンモナイトの化石を夢中になって探す人たちは、北海道はもちろん、日本全国、そして世界中にい

る。それは、アンモナイトという化石が、古生代から中生代の海で繁栄し、世界中の海で出来た地

層から化石が発見されるからである。海の水は、私たちが手で触れることの出来る表層の海水から、

深層の海水までつながっていて、世界中の海とつながっている。岩石を泥岩や砂岩、石灰岩などと

肉眼で分類することができても、それがいつの時代に出来た岩石なのかは簡単にはわからない。しか

し、その中に化石を見つけることが出来れば、そこに時間軸を見いだすことが出来る。このことに最初に

気がついたのがイギリスのウィリアム・スミスで、1815年ごろだったとされている。アンモナイトの

ような海生無脊椎動物は、世界的に分布を広げることができ、進化速度が早ければ、地層からその

化石が出てくることによって、遠く離れた場所の地層が、同じ時代に海でつながっていたことを教え

てくれる。私たちはこのような化石のことを示準化石と呼んでいる。

　北海道むかわ町穂別からは、ハドロサウルス類のほぼ全身の化石が発見され、「むかわ竜」として知ら

れるようになった。いま日本の恐竜化石の中でもっとも注目されている恐竜化石である。2019年、

「むかわ竜」は、新属新種のカムイサウルス・ジャポニクスと命名され、日本で8番目の新種の恐竜となった。

カムイサウルスは全長8メートルの大きさの恐竜ながら、全身の8割以上と見積もられる220個以上

の骨が発見されている。しかし、最も重要なことは、海成層からこれほど完全度の高い恐竜の化石が見つ

かったことである。カナダでは、ボレアロペルタのような鎧竜の完全度の高い化石が海成層から報

告されている。鎧竜は体表のウロコが分厚くなっているので、化石になりやすそうな恐竜である。

ハドロサウルス類は体表はウロコで覆われているが、特に分厚いウロコをもっていたわけではなさ

そうなので、化石になりやすい恐竜とは言い難い。北海道大学の小林快次さんは、カナダのベアポー

層という海成層から発見されたハドロサウルス類の事例から、尾だけが沖合に流される確率は低い

と考えて、カムイサウルスも尾だけの標本でないことを予測していたそうである。日本の中生代は

海成層が多く露出している。それは中生代の日本がアジア大陸の縁に位置していたからである。

カムイサウルスの発見から、今後、日本の海成層からもっと多くの恐竜化石が発見されることが期待

される。

　国立科学博物館では、2019年に開催した「恐竜博2019」でカムイサウルスの実物化石と全身復元

骨格を展示した。多くの方々に感動していただいたが、小学生たちからの素朴な質問に驚かされた。

こどもたちはカムイサウルスが陸から海に流されたのに、ほぼ全身が残っていた貴重な標本である

ことを知っている。だからカムイサウルスが新種だとされる数々の特徴が、たまたまその個体の

「個性」のようなものなのか、それとも種の特徴と言えるのか？という疑問にもつこどもたちが数多

くいた。カムイサウルスはまだ一個体しか発見されていないので、まだ 1 個体のデータしか無い。

しかし、ハドロサウルス類は集団で営巣したり、群れをつくって行動したりしていた社会性の高い

恐竜である。カムイサウルスのなかまは、本来の生息地である陸にはたくさんの個体が生息してい

たはずだ。今後、北海道はもとより、同じ時代の日本やアジアの地層から、カムイサウルスと同種の

化石が発見されれば、今回の一個体に基づく新種という「仮説」が、これから発見される標本データ

によって「検証」されて行くはずである。

　私たちは、化石を研究するときに、化石を出来るだけ詳細に観察する。肉眼で見ることもあれば、

顕微鏡を使うこともある。いまでは表面形状だけでなく、CTスキャンなどで内部構造を見ることも

出来る。どんなにテクノロジーが進歩しても、観察の基本は化石をスケッチすることである。一本

の線を引きながら、小さな点を打ちながら、私たちは、自分が目で見て吸収している情報が、スケッ

チに反映されているかを自問自答する。鮮やかな曲線のような輪郭を描きながら、その輪郭に指を

なぞらせて見る。するとスムーズな曲線に見えた部分は小さな凹凸があることに気がつくかもしれ

ない。すべすべしているように見える表面には、微細なシワがあることもある。スケッチをしなが

ら自問自答することによって、私たちは自分の観察の精度を高めているのである。

　私が福岡さんの作品を知るようになったのは、今から十数年前のことである。その作品を見ていて

感じたことは、福岡さんは、私たち研究者と同じように、化石を観察していることである。福岡さ

んは、観察しているだけではない。縁あって出会った化石を、描き、版画にすることによって、自

分と化石との出会いの記録を化石のように版画に残しているのではないだろうか。そして、その記

録を積み重ねることによって、それは地層のように、私たちの意識の中に積み重なっていく。福岡

さんはアンモナイトだけではなく、ウミユリ類などの無脊椎動物も多数描いてきた。植物8種、魚類3

種、恐竜（含む鳥類）6種と幅広い古生物を対象としてきた。福岡さんのライフワーク的な作品たち

は、私たち人類と化石との出会いの記録であり、それはアート作品として再び地層のように次世代

に継承されていくのである。

　　福岡幸一作品がつなぐアートとサイエンス
       　　　　　　真鍋 真   （国立科学博物館・標本資料センター・コレクションディレクター）

アンモノイドの化石の魅力　065

　アンモノイド（＝アンモナイト類の総称）は、今から約4億年前の古生代

中期に出現し、約6600万年前に絶滅するまでの間、世界中の海で繁栄し

たイカ・タコに近縁な化石軟体動物である。これまでに約2万種が知られて

おり、古い地層から新しい地層に向かって異なる種類が入れ替わり立ち替

わり産出することから、200年以上にわたって「示準化石」として利用されて

きた。現在使われている「三畳紀」、「ジュラ紀」、「白亜紀」といった中生

代の地質時代やさらにそれより細かい時代区分は、基本的には汎世界的に

分布する特定の種類のアンモノイドの出現あるいは絶滅によって定義され

ているといって過言でない。ごく簡単に言えば、三畳系の基底は、三角形の

螺環断面を持つ Otoceras 各種と特定のコノドントの産出で定義され、ジュ

ラ系の基底は、緩巻が特徴の Psiloceras 各種の初産出で決められている。

　このようにアンモノイドが時代決定の指標として使われる最大の理由

は、彼らが世界中の海に広がって繁栄し、膨大な数が生息していたごく普

通の動物だったからだ。したがってその化石自体も極めてありふれた存在

で、出るところに行って掘れば化石がザクザク出てくる。世界の常識に照

らして言えば、アンモノイド化石は決して希少なものではない。日本では

アンモノイド化石はレアもの扱いされ、よく「このアンモナイトは珍しい

ですか？」と質問されるが、上記の意味で言えば答えは「NO」だ。「珍品」や

「希少性」をアンモノイド化石に求めると、本質から外れてしまうように思

う。あの Nipponites（本書 p.154）でさえ、今から9000万年前にはおびた

だしい数の個体が生息し、実際に膨大な量の化石が産出しているのだ。

　ではアンモノイド化石の「価値」はどこにあるのだろうか？　筆者は「ごく普

通のありふれた化石」であることこそが最大の価値であり魅力なのではな

いかと考えている。例えば、1 個体をチラ見しただけでは種としての人類は

理解できない。ある生物種を理解するためには、まず集団全体を眺め、子供

から大人までの成長の過程、同一種内の個体差（変異）、雌雄の違い（性差）

などについて調べる必要があるだろう。しかし生態情報の多くが失われた

化石（古生物）では、これらの必須項目を具体的な証拠に基づいて確実に

実証できるケースは残念ながら非常に少ない。近年の分析手法の進歩によ

り、恐竜に関する新知見が次々と発表されているが、その裏で、極めて断

片的な証拠から恐竜像を復元しなければならない恐竜研究者の苦労と苦悩

は並大抵のものではない。例えばTyrannosaurus rex が子供から大人へ成

長する様子を調べようと思えば、大人の個体とは別にさまざまな成長段階

の保存の良い子供の骨格を見つけなければならず、さらにそれらがみなT. rex

という同じ種類に属している子供であることを証明しなければならない。

これは化石では非常に困難を伴う作業だ。

　ところが、ありふれた動物であるアンモノイドは、恐竜とは比べも

のにならないくらい数多くの個体が産出するため、他の化石であれば

解決できずに迷宮入りしてしまう疑問や謎が、アンモノイドに限っては

例外的に解ける場合がある。まず、アンモノイドの殻は建て増し方式

（＝付加成長）なので、幼少期の殻がそのままの形で成年殻の中心部に

残されている。よって、螺環の中心から外側に向かって順番に観察す

れば、その個体の子供から大人までの成長パターンを連続的に追跡で

きるのだ。基本的に殻が残っているアンモノイド化石であれば、すべて

の個体において成長の過程、すなわち過去の人生が観察可能だ。

　また同じ種類の中に想像を絶する大きな個体差（変異）が存在するこ

とが、北米内陸の白亜系から産するNeogastroplites で確かめられてい

る。故・W. A. Cobban先生によると、直径2 mの巨大なノジュールをすべ

て砕いて化石を取りだしたところ、3,800個体ものNeogastroplitesが得

られた。その中に扁平な「スリム型」とゴツゴツとしてトゲが生えた「メ

タボ型」という見た目が全く異なる2タイプが含まれていたが、無数の

中間型の存在によって3,800個体すべてが連続的につながってしまい、

区別できなかったそうだ。これは「アンモノイドの鑑定は外面的な形だ

けに頼っては危ない」という教訓を残すと同時に、「個体変異」という

極めて生物学的な研究にもアンモノイド化石が十分使えることを示し

た点で重要な意義がある。

　さらに雄と雌で形態が全く異なる二型現象、酸欠などの大量死や、

死後、水流で遺骸が運搬され、堆積物に埋もれ、続成作用を被って化石

として保存される経緯（＝タフォノミー）などさまざまな方面でアンモ

ノイド化石を用いた研究がすすめられている。これもすべてアンモノ

イドが「ごく普通の化石」であるため、十分なサンプル数に裏づけられ

た厳密な科学的検証が行えるからである。

　一方、上記のような理屈を抜きにして、まずアンモノイドの幾何学的

な渦巻きの美しさに惹かれる人は多いのではないかと思う（私も含め

て）。その幾何学的なパターンを理論的に解析すると、その渦巻き（対数

螺旋）は実は巻貝や二枚貝など多くの軟体動物の殻の巻き方と共通で、

ごく普通の関数で表すことができる。パソコンを用いて異常巻を含む

アンモノイドの殻形態を理論的に解析する研究は、日本人研究者が世

界をリードしている分野だが、そこから浮かび上がるキーワードは「希

少性」ではなく、やはり「普遍性」や「一般性」だ。

　かつて世界中の海に栄えていた「普通の生き物」だったのに、今から

6600万年前に絶滅してしまったという陰影を背負っていることもアン

モノイドの魅力のひとつであろう。この「普通であることの意味」をア

ンモノイド化石に問いかけて行けば、彼らの実像により近づけるので

はないかと思う。

オトセラス

プシロセラス

ニッポニテス

ティラノサウルス・レックス

ネ オ ガ ス ト ロ プ リ テ ス

前田 晴良（九州大学総合研究博物館 教授）  アンモノイドの化石の魅力

Otoceras（Otoceras）woodwardi 
Griesbach,1880
下部ジュラ紀・ヒマラヤ

Diener (1897)より

Psiroceras planorbis 
Sowerby, 1824
下部ジュラ紀 ・イギリス

Arkell et al. (1957)より

Neogartroplites cornutus 
( Whiteaves, 1885)
白亜紀アルビアン・アメリカ

Reeside and Robban (1960)より

オトセラス（オトセラス）ウッドワルディ プシロセラス・プラノルビス ネオガストロプリテス・コルナタス

Superfamily  OTOCERATACEAE Hyatt,1900オトセラス超科 Superfamily  PSILOCERASTACEAE Hyatt,1867プシロセラス超科 Superfamily  HOPLITIDAE H, Douvillé,1890ホプリテス超科
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アンモナイトと恐竜時代の生物を
銅版画に活写し、生き生きと蘇り
ました。北海道のアンモナイト全
属をはじめて分類別に網羅して
おり、属・亜属の説明文も記載さ
れている。
アンモナイトを核に、さらに恐竜時
代の生物には、国内の著名な古
生物研究者の方々の解説文が添
えられた画期的な古生物図版と
なっている。

アンモナイト分類編恐竜時代の生物編


